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増穂浦の海に魅せられた男増穂浦の海に魅せられた男

専用木箱に納められた貝を保管しているボックス 貝コレクションの一部 山本さんが貝で作った作品
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予算の執行状況（H22.9.30 現在） （１万円未満切り捨て）

会計名 予算額 収入済額 収入率 支出済額 支出率
一 般 会 計 128 億 246 万円 64 億 8,609 万円 50.7% 44 億 7,051 万円 34.9%
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 28 億 2,398 万円 9億 1,332 万円 32.3% 12 億 6,046 万円 44.6%
老 人 保 健 特 別 会 計 441 万円 20 万円 4.5% 0 万円 0.0%
農業集落排水事業特別会計 8 億 5,221 万円 2,231 万円 2.6% 2 億 1,797 万円 25.6%
公共下水道事業特別会計 8 億 264 万円 8,385 万円 10.4% 2 億 8,222 万円 35.2%
地域し尿処理施設整備事業特別会計 4,046 万円 943 万円 23.3% 1,255 万円 31.0%
介 護 保 険 特 別 会 計 24 億 9,095 万円 10 億 6,396 万円 42.7% 9 億 6,980 万円 38.9%
診 療 所 事 業 特 別 会 計 2 億 942 万円 1億 1,205 万円 53.5% 6,320 万円 30.2%
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 1,771 万円 501 万円 28.3% 777 万円 43.9%
ケーブルテレビ事業特別会計 2 億 4,854 万円 1,528 万円 6.1% 1 億 1,696 万円 47.1%
後期高齢者医療特別会計 3 億 1,803 万円 9,803 万円 30.8% 1 億 943 万円 34.4%

資　産
土 　 地 3,619,786㎡
建 　 物 197,035㎡
株 式 社 債 権 な ど 655 万円
出 資 に よ る 権 利 4 億 4,847 万円
基 　 金 103 億 9,603 万円

負　債（地方債残高）
一 般 会 計 160 億 7,576 万円
農業集落排水事業特別会計 44 億 5,991 万円
公共下水道事業特別会計 64 億 2,012 万円
地域し尿処理施設整備事業特別会計 2 億 7,836 万円
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 1 億 492 万円
ケーブルテレビ事業特別会計 28 億 7,718 万円
水 道 事 業 会 計 23 億 1,397 万円
病 院 事 業 会 計 23 億 1,862 万円

合　計 348 億 4,884 万円町道高浜志賀の郷線舗装工事

平成22年度上半期　財政事情の公表
　「財政事情の公表」とは、町の財政がどのように運営されているかを知ってもらうために、
年２回公表するものです。今回は平成 22 年度上半期 (4 月から 9月まで ) の収支の状況を
お知らせします。

会計名
収　　　　　入 支　　　　　出

予算額 収入済額 収入率 予算額 支出済額 支出率

水 道 事 業
収益的 6 億 1,459 万円 2億 9,110 万円 47.4% 6 億 918 万円 1億 1,460 万円 18.8%
資本的 1 億 2,545 万円 0万円 0.0% 6 億 3,986 万円 7,267 万円 11.4%

病 院 事 業
収益的 11 億 292 万円 5億 2,890 万円 48.0% 11 億 9,015 万円 4億 8,602 万円 40.8%
資本的 1 億 60 万円 3,560 万円 35.4% 2 億 1,712 万円 8,410 万円 38.7%
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　町職員の給与は、国家公務員や民間企業とのバランスを考慮して給与条例などで定められていま
す。その内容や人事行政の運営の状況、取り組みについて、より公平性と透明性を高めるため、広
く町民の皆さんにお知らせします。

６　勤務時間そのほか勤務条件
（１）勤務時間の概要（窓口業務職員、一部施設勤務職員を除く）

（平成22年4月1日現在）

開 始 時 刻 午前 8時 30分
休 憩 時 間 正午～午後 1時
終 了 時 刻 午後 5時 15分
1 週間の勤務時間 38 時間 45 分
勤務を要しない日 土曜日・日曜日

（２）一般職員の年次有給休暇の取得状況

平成 21年 平成 20年
8.4 日 9.2 日

年次有給休暇は1年につき20日付与されます。残日数は20日を限
度として翌年に繰り越すことができます。

（３）　育児休業・部分休業、育児短時間勤務の状況
（平成21年度）

区　分 育児休業 部分休業 短時間勤務
男　性 0人 0人 0人
女　性 9人 1人 0人
計 9人 1人 0人

　職員は 3歳に満たない子を養育するため、町長などの承認を受
けて、3歳に達する日まで育児休業を取得することができます。
　職員は小学校の就学の始期に達するまでの子を養育するため、町
長などの承認を受けて、部分休業の取得や当該職員が希望する日お
よび時間において勤務できる育児短時間勤務をすることができま
す。

７　分限・懲戒処分の状況
（１）分限処分の状況

区分 降任 免職 休職 降給
平成21年度 0人 0人 2人 0人
平成20年度 0人 0人 2人 0人

　分限処分は、心身の故障のため職務の遂行に支障がある場合など、
職責を充分に果たせないなどの一定の事由がある場合、その職員に
対して行われる処分です。

（２）懲戒処分の状況

区分 戒告 減給 停職 免職
平成21年度 0人 0人 0人 0人
平成20年度 0人 0人 0人 0人

　懲戒処分は、職員に非違行為があった場合や職務を怠った場合、
非行があった場合になされる処分です。

８　公務災害などの状況
区　分 公務災害 通勤災害 計
平成21年度 1件 0件 1件
平成20年度 1件 0件 1件

　職員が公務災害、通勤災害を受けた場合に、受けた
災害に対する補償を迅速かつ公正に行い、併せて社会
復帰の促進、職員およびその遺族の援護を行う制度で
す。

９　職員の健康診断など受診の状況

区　分
受診者

平成21年度 平成20年度

定期健康診断 376人 393人
胃 部 検 診 122人 116人
大腸がん検診 148人 142人
肺がん検診 128人 111人

　職員の福祉の増進と行政能率の向上を図るため、労働安全
衛生法および志賀町職員安全衛生管理規程に基づき健康診断
を実施し、職員の健康管理を図っています。

10　研修の状況
（１）町研修会・講習会

（平成21年度）

研修会名 開催回数 受講者数
人事考課評価研修 2回 109人
クレーム対応研修 2回 80人
法 制 執 務 研 修 1回 20人
行政改革研修会 2回 144人

合　　計 7回 353人

（２）派遣研修
（平成21年度）

研修区分 期　　間 受講者数
石 川 県 1年間 1人
石川県市町村職員研修所 1日～ 2日 42人
全国国際文化研修所 10日間 1人
そ の 他 研 修 機 関 2日～ 4日間 3人
羽 咋 郡 市 会 1回 17人

合　　　計 ― 64人

　職員の勤務能率・資質の向上のため、各種研修会の開催、
職員研修所などへの派遣を実施しています。

お問い合わせ先　総務課　☎ 32-9311
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町職員の給与などを公表します

1　総　括
（１）人件費（平成 21年度普通会計決算）

人口

（21年度末）

23,621 人

歳出額　Ａ

人件費率

Ｂ／Ａ

16.4 ％

160 億 7,138 万１千円
実質収支

1億 4,206 万 1千円
人件費　Ｂ

26億 3,480 万 1千円

※１　人件費には、一般職の職員の給料や職員手当のほか、町長、副町
長、議員など特別職に属する職員の給料や報酬などを含みます。

※２　人口は、平成22年3月31日現在の住民基本台帳に基づいて記載
しています。

（２）職員給与費（平成 21年度普通会計決算）

職員数 給　与　費 一人当たり

Ａ

299 人

給　　 料

計　Ｂ

16億 740 万円 

給与費 B/A

537 万円 6千円 

10 億 9,500 万円
職員手当

1億 1,003 万 9千円
期末・勤勉手当
4億 236 万 1千円

※１　職員手当には、退職手当は含まれていません。

※２　町長、副町長、議員などの特別職の給料、報酬などは含まれてい
ません。

※３　職員数は、平成21年4月1日現在の人数です。

２　職員の平均給料月額、初任給
（１）職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況

【一般行政職・技能労務職】　　　　　　　（平成22年4月１日現在）
区　　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 44.8 歳 321,500 円 356,200 円
技能労務職 47.1 歳 247,700 円 256,100 円

※１　「平均給料月額」とは一般行政職および技能労務職の職員の基本給
（給料月額）の平均です。

※２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居
手当、時間外勤務手当などの諸手当を合計したものの平均です。

（２）職員の初任給の状況

【一般行政職・技能職】　　（平成22年4月1日現在）
区　　　分 一般行政職 技能職
大　学　卒 161,600 円 ―
高　校　卒 140,100 円 137,200 円
中　学　卒 ― 129,200 円

３　期末・勤勉手当
期末手当・勤勉手当（平成21年度支給割合）

区　　分 支給割合 加算措置

期末手当 2.75 月分 職制上の段階、職務
の級などによる加算
　・役職加算

5％～ 15％勤勉手当 1.40 月分

※勤勉手当の支給割合は成績率ごとに異なります。
　記載している支給割合は、平成21年度における平均支給割合
です。

４　特別職の報酬
特別職のうち町長、副町長、議会議員の給料、
報酬、期末手当

（平成22年4月１日現在）

区　分 給料・報酬月額 期末手当
町　　長 840,000 円 6月期　1.45月分

12月期　1.60月分

　　 計　3.05月分
（平成21年度支給割合）

副　町　長 625,000 円
議　　長 315,000 円
副　議　長 271,000 円
議会議員 255,000 円

５　職員数の状況
（１）部門別職員数の状況と主な増減理由

（各年４月１日現在）

部　　門 平成22年A 平成21年B 増減数A-Ｂ
一般行政部門 246人 257人 -11人
教育部門 39人 43人 - 5人

公営企業会計など 90人 92人 - 2人
合計 375人 392人 -18人

※教育長を含みます。

【主な増減理由】
・組織機構の改革及び事務事業の見直しに伴う減
・退職者の不補充による減

( ２)　定員管理の数値目標（全会計）
平成22年４月１日～平成27年４月１日における
定員管理の数値目標
平成22年4月1日 平成27年4月1日

純減数 純減率
職員数 職員数
377人 339人 38人 ▲10.1％
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まごころバス ・ なないろバス

運行内容の一部を変更します。
◇西山台、富来支所東口バス停　を　新設しました。

加茂循環線（全便）が該当となります。 稗造線、西浦線の一部の便が該当となります。
※稗造線上り１便、下り２便、西浦線上り１、２便、下り２便が新ルートを通ります。
　稗造線上り２便、下り１便、西浦線下り１便のルート変更はありません。

平成22年12月10日（金）から

◇バス停の廃止と移設および名称変更

●廃止バス停（12月 1日から）
　・末吉畷（シ ･オンバス停をご利用ください。）　・児童館前（文化ホールバス停をご利用ください。）
　・図書館前（文化ホールバス停をご利用ください。）　・給食調理場　・徳田インター
　・堀松工場団地
●移設バス停
　・能登ロイヤルホテル（道沿いからホテル前に移設します。）
　・ロイヤルシティ（ロイヤルシティ入口から別荘地内に移設します。）
　　　　※ロイヤルシティから高浜バスターミナル間のバス停については現行より
　　　　　到着時間が３分遅れます。
●名称変更
　・富来高校前をとぎ保育園前に名称変更します。

　◇ダイヤ変更
●土田西回り線　下り３便　「高浜バスターミナル」15時45分発が15時55分発となります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（各停留所順次10分遅れとなります。）
●稗造線　上り１便　｢切留」8時発が7時57分発となります。（各停留所３分早くなります。）
●西浦線　下り１便　「富来病院」14時20分発が14時25分発となります。（各停留所順次５分遅れとなります。）
　　　　　下り２便　「富来病院」16時20分発が16時30分発となります。（各停留所順次10分遅れとなります。）

西山台西山台 富来支所東口富来支所東口 (稗造線、西浦線のみ停車します )( 稗造線、西浦線のみ停車します )

福浦線、熊野線、増穂線、西海線は利用しません。福浦線、熊野線、増穂線、西海線は利用しません。

※12月31日（金）～ 1月3日（月）まで全線運休となります。
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　　防署からのお知らせ

平成23年１月１日から、消防車のサイレンを区別し出動
します。
このことにより、出動目的が分かりやすくなります。

区別方法は、
　火災は、『ウーウー』『カンカ
ン』、とし、サイレンと鐘を交
互に鳴らして出動します。
　火災以外（救助、警戒、救急
支援など）は、『ウーウー』サ
イレンのみで出動します。

救助とは、人を助けるときの出動です。
警戒とは、危険な物を排除し、住民を守るための出動です。
救急支援とは、救急現場へ救急車とともに消防車も出動し、
救急隊を支援し、現場での活動時間をより短縮するための
出動です。

　地元消防署の救急車が出動中に救急要請があった場合、
隣接の救急車が到着するまで容体観察や応急処置を行なう
ために、消防車が出動します。
　皆さんのご理解とご協力をお願いします。

お問い合わせ先
　志　賀　消　防　署　☎ 32-1776
　志賀消防署富来分署　☎ 42-1211

●募集職種および人数
　看護師…10人程度　臨床工学技士…1人
　理学療法士…1人　言語聴覚士…1人　薬剤師…1人

●応募資格
　　昭和46年4月2日以降に生まれた人で免許を有す
るか、または平成23年4月末までに取得見込みの人

●受付期間
　　平成23年3月31日まで随時受付しています。
　　ただし、理学療法士の採用試験受付期間は平成
23年1月14日（金）までとなっています。

●採用日
　　資格がある人は試験後、随時採用します。取得見
込みの人は、平成23年4月1日採用となります。

●その他
　　応募に必要な書類、受験手続きなどは下記へ問
い合わせるか、公立羽咋病院ホームページ（http://
www.hakuihp.jp/）をご覧ください。

●お問い合わせ・申し込み
　公立羽咋病院　庶務課　☎22-1220　

「世界エイズデー」とHIV 血液検査

　WHO（世界保健機構）は 12 月 1日を「世界エイズデー」
と定め、世界中でエイズの正しい知識の普及や患者や感染
者への差別や偏見が解消することを目指した活動が行われ
ています。
　エイズは、ヒト免疫不全ウイルス（HIV）に感染して起
こる病気で、日本では毎日約 4人の HIV 感染者が報告さ
れています。HIV 感染を早期に発見し、適切な時期に治療
を開始することで進行を抑えることができ、今では感染
者の多くが治療しながら地域で生活しています。HIV やエ
イズは身近な問題であり決して他人事ではありません。正
しい知識を持ち、また安心と早期発見のため検査を受けま
しょう。HIV 血液検査は匿名・無料です。事前にご予約く
ださい。時間などで都合の悪い人は相談してください。

能登中部保健福祉センター
（0767）53‒2482　

　羽咋地域センター
22‒1170　

•迅速検査
　（約１時間で結果をお伝えできます）
　毎週月曜日、12月5日（日）
　9時～ 11時30分

•通常検査
　（約10日後に結果をお伝えできます）

　第2、4月曜日
　13時～ 17時15分

•通常検査
　（約10日後に結果をお伝えできます）

　第2、4月曜日
　9時～ 17時15分

看護師・臨床工学技士・理学療法士・
言語聴覚士・薬剤師を募集しています

水
み

土
ど

里
り

ネット　しか
　　　　からお知らせです！

　志賀町土地改良区　区域内農地の移動につ
いて売買・経営移譲・利用権設定などで農地
の移動がありましたら、移動届けを提出して
ください。

　　※道路などに潰れた場合や、他の理由で農地
でなくなった場合は転用決済金がかかる　
区域もありますのでお知らせください。

　　※移動届けを提出していただかないと、賦課
金は従来のまま賦課されます。

　　　用紙は志賀町土地改良区事務所（堀松公民
館内）にあります。

　　　　　　　　住所
　　　　　　　　志賀町堀松への 1の 1番地
　　　　　　　　　　　　☎ 32-3851

消
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　このたびの高校再編で、富来高校は高浜高校と
統合となり、平成23年３月末日をもって閉校す
ることになりました。

◎閉校式典
　平成23年3月6日㈰　14時～ 15時
　富来高校体育館

◎閉校記念パーティー
　平成23年3月6日㈰　17時～ 19時
　シーサイドヴィラ渤海

　閉校式典および記念パーティーへ出席を希望す
る人は、平成23年1月20日（木）までに本校事務局
までご連絡ください。

☎（0767）42-0034　FAX（0767）42-0904

　閉校に関するお知らせは、ホームページでもご
覧いただけます。

http://www.ishikawa-c.ed.jp/~togixh/

　昭和40年に発足して以来、46年の伝統と歴史
を刻んだ本校ですが、富来高校との統合に伴い閉
校することになりました。

◎閉校式典　
　平成23年3月6日㈰　11時30分～ 12時30分　　
　高浜高校体育館

◎閉校記念パーティー
　平成23年3月6日㈰　14時～ 16時
　能登ロイヤルホテル

　閉校式典および記念パーティーへ出席を希望す
る人は、平成23年1月21日（金）までに本校事務局
までご連絡ください。

☎（0767）32-1166　FAX（0767）32-9077

　閉校に関するお知らせは、ホームページでもご
覧いただけます。

http://www.ishikawa-c.ed.jp/~takahh/

石川県立富来高等学校 閉校のお知らせ 石川県立高浜高等学校 閉校のお知らせ

▶閉校に伴い、諸証明書発行などの手続きは富来高校、高浜高校とも平成23年4月より志賀高校へ引き継がれます。
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今年１月の成人式の様子

　平成 23年
　志賀町成人式を開催します

新しい門出を祝して志賀町成人式を
挙行いたします。

　●日時　平成 23 年 1月 9日（日）
　　　　　受付　10 時 30 分～　式典　11 時～

　●場所　能登ロイヤルホテル

　●対象　町内在住または出身者で、今年度
　　　　　20 歳をむかえる人。
　　　　　（生年月日が平成２年 4月 2日から
　　　　　　平成３年４月１日までの人）

　●案内　12 月上旬に対象者の皆さんに案内を送
付します。対象者が町外へ転出している
場合は実家に案内を送付します。

　　お問い合わせ先
　　　　生涯学習課　☎ 32-9350

　物品 ( パソコン )
　　　売り払いのご案内

物品（パソコン）の売り払いを行います。

　希望する人は12月6日（月）から12月17日（金）まで
に企画財政課監理室へ入札をお願いします。
　開札を12月20日（月）に行い落札決定は、入札金額
が一番高い人とします。
　また、入札期間および開札日が変更となる場合が
あります。詳しくは企画財政課監理室までお問い合
わせください。

　※ただし志賀町内に住所を有する個人および法人
に限ります。

　　また、ハードディスクは取り外してあります。

　　お問い合わせ先　企画財政課監理室
　　　　公有財産管理担当　☎ 32-9234

　平成22年4月から新しい日本脳炎ワクチンによる予防接
種が再開となりました。
　現在使用されている乾燥細胞培養日本脳炎ワクチンは、
平成21年6月から第1期の定期予防接種に、平成22年8月か
ら第2期の定期予防接種に使用可能となりました。しかし、
ワクチンの供給量を考慮し、積極的な接種勧奨を行ってい
るのは3歳のお子さんへの初回接種のみとなっています。
志賀町では厚生労働省の指針に従い、積極的勧奨の対象年
齢となるお子さんには順次ご案内します。
　また、日本脳炎定期接種の積極的勧奨を控えたことで、
接種時期を逃したお子さんに関しては、特例措置が行われ
ます。この特例措置で当分の間、日本脳炎の第1期（3回）
の規定回数分を受けていない、第2期の年齢（9歳以上13歳
未満）のお子さんについても、不足分を公費で接種できま
す。
　なお、第2期の接種をせずに13
歳を過ぎたお子さんは、今後国に
おいて検討していくこととされて
います。国の方針が決まり次第、
広報などでお知らせしていきま
す。

■お問い合わせ先　保健福祉センター　☎32-0339

日本脳炎の定期予防接種について

◇今年も降雪時期を迎えるにあたり、除雪作業の円滑な実◇今年も降雪時期を迎えるにあたり、除雪作業の円滑な実
　施のために町民の皆さんのご協力をお願いします。　施のために町民の皆さんのご協力をお願いします。

　　・除雪の支障になることが予想される路肩の竹や木などは、
所有者があらかじめ伐採し処分してください。

　・コミュニティバスのバス停・回転場には車両や物を放置し
ないでください。

　・消防水利の周囲は十分な除雪ができませんので、地元の皆
さんの共同作業により除雪してください。

　・除雪車が入って行けないような狭い道もありますので、近
所の人や地区の人と助けあって除雪してください。

　・除雪作業により路肩などに寄せられた雪のため、通行にご
迷惑をおかけする場合があります。

　・除雪作業の妨げとなりますので、路上駐車はしないでくだ
さい。

　・・除雪作業の順番は、積雪状況などで変更します。地区によっ除雪作業の順番は、積雪状況などで変更します。地区によっ
ては作業が遅れることがありますのでご了承ください。ては作業が遅れることがありますのでご了承ください。

　　・・除雪と排雪について除雪と排雪について
　　　　除雪→雪をどけて、人や車の往来に支障のないようにす　　除雪→雪をどけて、人や車の往来に支障のないようにす

ること。ること。
　　　排雪→除雪によってたまった雪を邪魔にならない場所に　　　排雪→除雪によってたまった雪を邪魔にならない場所に

移す（捨てる）こと。移す（捨てる）こと。

　　　　志賀町では、基本的に除雪で対応しています。志賀町では、基本的に除雪で対応しています。

■お問い合わせ先　建　設　課　☎32-9211

除雪作業にご協力ください

今年１月の成人式の様子
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石田元船長　50年の航海記を寄贈
　

低酸素社会の実現を目指して　北電がメガソーラー

加能作次郎文学賞を受賞したみなさん

子どもたちが海に興味を持ってほしいと話す石田さん

加能作次郎文学賞表彰式

鍬入れをする様子

　日本海洋事業（神奈川県横須賀市）海技顧問の石田貞夫さ

ん（八幡座主）から自叙伝「愛する海―船長50年の航海記」

の寄贈がありました。寄贈された本10冊は、町内の小中

学校に1冊ずつ配られます。

　石田さんは15歳から南極海の捕鯨母船などに乗り組み、

今春まで海洋調査船の船長を務めました。著書には20年

務めた船長の仕事や海の魅力、航海中に起きた出来事など

がつづられています。

　石田さんは「日本は海に囲まれている国。本を読んだ子

どもたちのうち一人でも海に関心を持ってくれればうれし

い」と話しました。

　11月1日（月）に能登中核工業団地で太陽光発電所の安全
起工式が行われました。

　この太陽光発電所は北陸電力㈱が低炭素社会に向けた取

組みとして計画しました。

　完成すれば一般家庭約250軒分の年間使用電力量にあた

る年100万キロワットが発電されます。運転は平成23年2

月に開始される予定です。

　11月13日（土）に第26回加能作次郎文学賞表彰式が行われま

した。

　この文学賞は大正から昭和初期にかけて活躍した、西海風戸

出身の作家加能作次郎の功績にちなんだ文学賞です。

　表彰式に先立ち、加能作次郎の作品「枇
び わ

杷の少女」が地元朗読

会によって朗読されました。会の名前はこの作品にちなんで「枇

杷の会」となっています。作品は少年期の淡い恋心を描いたも

ので、表彰式に集まった人たちは加能作次郎の世界を朗読で楽

しみました。

　文学賞に中学生の部は、七尾市立中島中学校３年の廣花智遥

さんの「私と本との出会い」が受賞し、高校生の部は石川県立羽

咋高等学校２年の東千波さんの「死を思う」が受賞しました。

　穴田教育長は「貴重な体験を学校などで子どもたちに伝

えていただきたい」と話しました。
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姉妹都市交流　友情の旗を製作
　

100歳おめでとうございます

子どもたちに自然遊びの大切さを話す米村さん

完成した旗とともに記念撮影する両校の生徒たち

アコーディオンでお話し会　観客を魅了

100歳を迎えた畑中志ささんとご家族、民生委員のみなさん

　11月10日（木）はまなす園で、100歳を迎えられた畑中志

ささんに小泉町長から祝い状と花束などが贈られました。

　この日は子の畑中正雄さんと悠起子さん夫婦も同席し、

志ささんの100歳を祝いました。

　小泉町長は「おいしいものをたくさん食べて長生きして

ください」と祝福し、志ささんは「ありがとう」と話しまし

た。

　正雄さんは「入所してから元気を取り戻してくれました。

みなさんの介護のおかげです」と話しました。

　これからもますますお元気で長生きしてください。

　11月6日から7日の2日間、志賀町と姉妹都市提携してい
る福井県高浜町との交流事業が行われました。

　この交流は平成2年11月3日に姉妹都市提携を行ってか

ら毎年行われているもので、今年は福井県高浜町の地元の

中学生25人が志賀町を訪れました。今年は交流20周年と

いうことで記念となる旗が作られることになりました。

　洋画家の髙﨑高嗣さん（西海風無）の指導を受けながら両

町の中学生が原案をデザインしました。この原案をもとに

旗が作られ、来年以降の交流事業で使われます。

　富来地域の林業従事者でつくる富来林業研究会は、11

月6日（日）に富来活性化センターで親子講演会を開催しま

した。講演会には約80人が参加し、林野庁森林技術総合

研修所講師の米村博実さんが、アコーディオンで童謡など

の演奏を交え、自然の大切さや自然遊びの大切さを訴えま

した。米村さんの軽快なトークに会場には笑い声が響き、

アコーディオンの演奏ではいっしょに歌う姿が見られまし

た。



広報しか 12

・固定資産税第３期
・国民健康保険税第６期
・後期高齢者保険料第９期
・介護保険料第６期
納期限は12月27日（月）です。

平
成
22
年
度 

石
川
県
ふ
ぐ
処
理

資
格
者
試
験
準
備
講
習
会

製
造
業
の
皆
さ
ん

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

「
イ
ク
メ
ン
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で
す
か

　

イ
ク
メ
ン
と
は
、
子
育
て
を
楽
し

み
、
自
分
自
身
も
成
長
す
る
男
性
、

ま
た
は
、
将
来
そ
ん
な
人
生
を
送
ろ

う
と
考
え
て
い
る
男
性
を
い
い
ま

す
。
イ
ク
メ
ン
が
も
っ
と
多
く
な
れ

ば
、
妻
で
あ
る
女
性
の
生
き
方
が
、

子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
が
、
家
族
の

在
り
方
が
そ
し
て
、
社
会
全
体
も
大

き
く
変
わ
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。

　

近
年
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

の
概
念
も
浸
透
し
、
育
児
休
業
制
度

も
充
実
し
て
男
性
も
育
児
に
参
加
し

や
す
い
社
会
の
実
現
に
向
か
っ
て
い

ま
す
。
家
庭
で
お
父
さ
ん
の
積
極
的

な
協
力
が
あ
る
と
、
と
て
も
助
か
り

ま
す
。
ぜ
ひ
仕
事
と
子
育
て
を
両
立

さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
子
育
て
支
援
課 　

　

☎
32-

９
１
２
２

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
相
談

聴
覚
障
害
者
の
皆
さ
ん
へ

志
賀
町
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
だ
よ
り

◆
日
時　

12
月
８
日
㈬

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◆
場
所　

役
場
本
庁
舎　

11
会
議
室

問
健
康
福
祉
課　

☎
32-

９
１
３
１

障
害
者
福
祉
総
合
相
談

◆
日
時　

12
月
15
日
㈬

　
　
　
　
　

14
時
〜
15
時
30
分

◆
場
所　

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー

問
商
工
観
光
課　

☎
32-

９
３
４
１

手
話
通
訳
者
の
設
置
日
の
お
知
ら
せ

　

皆
さ
ん
の
ご
相
談
、
行
政
手
続
き

な
ど
に
対
応
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

設
置
日
時
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
健
康
福
祉
課
窓
口

※
第
１
・
第
２
・
第
３
・
第
４(

火
曜
日)

 

10
時
〜
正
午
（
12
／
７
・
14
・
21
・
28
）

※
第
１
・
第
２(

木
曜
日)

　

10
時
〜
正
午（
12
／
2
･
9
）

※
第
３(

木
曜
日)

　

14
時
〜
16
時（
12
／
16
）

◆
富
来
支
所
総
合
窓
口

※
第
１(

水
曜
日)

　

14
時
〜
16
時（
12
／
1
）

　

第
３(
水
曜
日)

　

14
時
〜
16
時（
12
／
15
）

　

総
合
相
談
所
を
町
内
２
カ
所
で
開

設
し
ま
す
。
ど
ち
ら
の
地
域
で
も
相

談
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

◆
相
談
員　

行
政
相
談
員
、
人
権
擁

護
委
員
、
民
生
・
児
童
委
員
、
司
法

書
士
、法
務
局
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

〈
志
賀
地
域
〉

◆
日
時　

12
月
６
日
㈪
10
時
〜
15
時

◆
場
所　

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル
２
階

問
志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
志
賀
支
所

　

☎
32-

１
３
６
３

　

〈
富
来
地
域
〉

◆
日
時　

12
月
６
日
㈪
10
時
〜
15
時

◆
場
所　

富
来
行
政
セ
ン
タ
ー
２
階

問
志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
42-

２
５
４
５

総
合
相
談(

無
料)

公
共
施
設
へ
の
電
話
は
Ｉ
Ｐ
電
話
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

石
川
県
で
は
平
成
18
年
に
ふ
ぐ
条

例
が
施
行
さ
れ
免
許
制
と
な
り
ま
し

た
。㈳
石
川
県
調
理
師
会
で
は
、日
々

仕
事
に
追
わ
れ
勉
強
す
る
機
会
の
少

な
い
ふ
ぐ
取
扱
者
の
皆
さ
ん
に
、
試

験
に
向
け
て
の
事
前
準
備
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

◆
日　

時　

平
成
23
年
２
月
３
日
㈭

　
　

実
技　

９
時
〜
12
時

　
　

学
科　

13
時
〜
16
時

◆
場　

所　

金
沢
勤
労
者
プ
ラ
ザ

◆
受
講
料　

２
３
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代 

含
む
）

◆
定　

員　

30
人
程
度

◆
申
込
締
切　

定
員
に
な
り
次
第

◆
申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
㈳
石
川
県
調
理
師
会
宛
に

送
付
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
㈳
石
川

県
調
理
師
会
か
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
㈳
石
川
県
調
理
師
会

　

☎
０
７
６-

２
６
１-

０
１
４
４

　

平
成
22
年
工
業
統
計
調
査
を
12
月

31
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
12

月
か
ら
１
月
に
か
け
て
調
査
員
が
お

伺
い
し
ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
相
談

※
11
月
号
で
ご
案
内
し
ま
し
た
無
料

法
律
相
談
の
日
程
を
都
合
に
よ
り
次

の
と
お
り
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

12
月
20
日
㈪

　
　
　
　
　

９
時
30
分
〜
15
時

◆
場
所　

役
場
本
庁
舎
相
談
室

◆
相
談
弁
護
士　
國
田
武
ニ
郎
弁
護
士

　
　
（
堀
松
出
身
・
名
古
屋
市
在
住
）

◆
相
談
時
間　

１
人
30
分（
要
予
約
）

◆
募
集
定
員　

９
人
（
予
定
）
初
め

て
の
人
を
優
先
し
ま
す
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
と
し
ま

す
。

※
申
込
用
紙
は
本
庁
住
民
課
と
富
来

支
所
総
合
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

問
住
民
課　

☎
32-

９
１
２
１

無
料
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す

※
12
月
の
相
談
日
は
、
人
権
週
間

に
合
わ
せ
て
、
両
地
域
と
も

　

12
月
６
日（
月
）に
開
設
し
ま
す
。

　

自
立
支
援
員
が
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
く
ら
し
の
こ
と
、
子
ど
も
の

こ
と
、
貸
付
金
の
こ
と
、
就
職
の
こ

と
な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽

に
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

12
月
24
日
㈮
10
時
〜
15
時

※
今
月
は
第
４
木
曜
日
が
祝
日
の
た

め
24
日
と
な
り
ま
す
。

◆
場
所　

役
場
本
庁
舎　

相
談
室

問
子
育
て
支
援
課 　

　

☎
32-

９
１
２
２
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が
ん
検
診
等
の
受
診
や
健
康
づ
く
り

を
応
援
す
る
「
標
語
」
と
「
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す

　石川県最低賃金は、パートタイマー・アルバ
イトなど雇用形態を問わず、石川県内で働くす
べての労働者に適用されます。
　使用者は、これより低い賃金で労働者を使用
することはできません。
　なお、産業によっては、これより金額の高い
特定（産業別）最低賃金が適用されますので、ご
注意ください。

　お問い合わせ先　石川労働局賃金室
　　　　☎０７６-２６５-４４２５
　　　　ホームページ　http://www.roudou.go.jp/

必ずチェック最低賃金！　使用者も　労働者も必ずチェック最低賃金！　使用者も　労働者も
石川県最低賃金　時間額６８６円
（改正発効日　平成22年10月30日）

古
着
の
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

◆
内　

容　

古
着
を
使
っ
て
小
物
を

作
り
、
ご
み
を
出
さ
な
い
工
夫
と

布
の
有
効
利
用
を
図
る
。

◆
日　

時　

12
月
11
日
㈯
９
時
〜

◆
場　

所　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

◆
定　

員　

15
人

◆
参
加
費　

７
０
０
円

◆
持
ち
物　

古
着
の
布
１
枚
、
裁
縫

道
具

◆
講　

師　

原
田
洋
子 

氏

◆
申
込
期
間　

12
／
３
㈮
〜
10
㈮

問
ク
リ
ン
ク
ル
は
く
い

☎ 

27-

１
１
５
３
℻ 

27-

１
１
５
４

　

 

あ
な
た
や
ご
家
族
は
健
康
で
す

か
？
定
期
的
に
検
診
を
受
け
て
い
ま

す
か
？

　

県
で
は
、
各
種
が
ん
検
診
の
受
診

率
向
上
を
目
指
し
「
標
語
」
を
募
集

し
ま
す
。

◆
募
集
す
る
作
品

①
県
民
一
人
ひ
と
り
が
、
が
ん
検
診

や
特
定
健
診
な
ど
の
受
診
に
対
す

る
意
識
を
高
め
ら
れ
る
も
の

②
県
民
や
企
業
・
団
体
な
ど
や
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と

を
目
指
す
も
の
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

も
の

◆
募
集
に
つ
い
て　

ど
な
た
で
も
、

何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

◆
募
集
締
切　

12
月
20
日
（
月
）　

◆
内　

容　

料
理
を
と
お
し
て
、
ご

み
を
出
さ
な
い
工
夫
や
出
た
ご
み

志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

寄
付
の
お
知
ら
せ

◇
土
田
郵
便
局
様
か
ら
、
窓
口
設
置

募
金
箱
に
集
ま
っ
た
お
金
を
社
会

福
祉
向
上
に
１
，
９
０
０
円

◇
高
浜
町
の
金
谷
節
夫
様
か
ら
、
亡

母
利
子
様
の
供
養
と
し
て
社
会
福

祉
向
上
に
10
万
円

◇
志
賀
町
女
性
団
体
協
議
会
か
ら
、

文
化
祭
バ
ザ
ー
売
上
金
の
一
部
を

社
会
福
祉
向
上
に
２
万
円

　

調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た

内
容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ

い
て
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

正
確
な
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
経
済
産
業
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

h
ttp
://w

w
w
.m
e
ti.g

o
.jp
/

statistics

経
済
産
業
省
・
石
川
県
・
志
賀
町

問
企
画
財
政
課　

企
画
担
当

　

☎
32-

９
３
３
１

詳
細
は
、
石
川
県
Ｈ
Ｐ
に
ア
ク

セ
ス
、
ま
た
は
、
応
募
先
へ
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
先　

日
本
対
が
ん
協
会
石

川
県
支
部
（
石
川
県
成
人
病
予

防
セ
ン
タ
ー
内
）

　

〒
９
２
０-

８
２
０
１

　

金
沢
市
鞍
月
東
２
丁
目
６

　

☎ 

０
７
６
７-

27-

１
１
５
３

　

℻ 

０
７
６
７-  

27-

１
１
５
４

※
字
数
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
応
募
者
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
職
業
（
学
生
は
学

校
名
と
学
年
）
を
必
ず
記
載
し

て
く
だ
さ
い
。

の
分
別
の
仕
方
を
学
ぶ
。

◆
日　

時　

12
月
19
日
㈰
９
時
〜

◆
場　

所　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

◆
定　

員　

15
人

◆
参
加
費　

１
，
０
０
０
円

◆
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
箸

◆
講　

師　

室
谷
加
代
子 

氏

◆
申
込
期
間　

12
／
３
㈮
〜
16
㈭

問
ク
リ
ン
ク
ル
は
く
い

☎ 

27-

１
１
５
３
℻ 

27-

１
１
５
４

12
月
の
窓
口
延
長
業
務
の

お
知
ら
せ

町
長
談
話
室
の
日
程

◆
日
時　

12
月
15
日
㈬

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◆
場
所　

役
場
本
庁
舎　

１
階

◆
日
時　

12
月
22
日
㈬

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◆
場
所　

富
来
支
所

※
開
始
時
刻
お
よ
び
終
了
時
刻
は
都

合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
総
務
課　

☎
32-

９
３
１
１

住
民
票
・
戸
籍
謄
抄
本
・
印
鑑
証
明

な
ど
の
発
行
業
務

12
月
４
日
㈯
・
11
日
㈯
・
18
日
㈯
・

25
日
㈯　

９
時
〜
12
時
30
分

(

注
意)

●
窓
口
延
長
業
務
は
志
賀
町
役
場
本

庁
舎
、
住
民
課
窓
口
で
の
取
り
扱
い

と
な
り
ま
す
。
諸
証
明
発
行
業
務
で

一
部
取
り
扱
い
で
き
な
い
業
務
も
あ

り
ま
す
。
事
前
に
電
話
な
ど
で
確
認

の
上
、
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
住
民
課　

☎
32-

９
１
２
１

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
て
ん
と
市

◆
日
時　

12
月
14
日
㈫　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

８
時
30
分
〜
13
時

◆
場
所　

道
の
駅
「
旬
菜
館
」
前

※
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
農
林
水
産
課　

☎
32-

９
２
２
１
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伝
え
た
い　

君
に
も
ら
っ
た　

あ
り
が
と
う

堀
松
小　
５
年　

橋
本　

彩
香
さ
ん

 

良
い
環
境　

私
と
あ
な
た
の　

マ
ナ
ー
か
ら

土
田
小　
６
年　

芳
岡　

志
穂
さ
ん

 

グ
ッ
ド
マ
ナ
ー　

一
人
一
人
の　

心
か
ら

志
賀
中　
３
年　

白
山　

竜
市
さ
ん 

あ
い
さ
つ
は　

心
と
心
を　

結
ぶ
橋

志
賀
中　
２
年　

坪
野　

里
紗
さ
ん

 

あ
い
さ
つ
は　

明
る
い
町
の　

応
援
団

土
田
小　
５
年　

佐
藤　

隼
人
さ
ん

 

自
分
か
ら　

あ
い
さ
つ
出
来
る　

心
が
け

富
来
小　
５
年　

川
村　

梨
紗
さ
ん

あ
い
さ
つ
は　

地
域
を
変
え
る　

グ
ッ
ド
マ
ナ
ー

富
来
中　
２
年　

油
谷
連
太
郎
さ
ん

　

志
賀
町
グ
ッ
ド
マ
ナ
ー
標
語
は
「
豊
か
な
心

を
育
む
町
民
会
議
に
て
小
学
５
・
６
年
生
か
ら

中
学
生
ま
で
募
集
し
、
11
月
28
日
（
日
）
に
開

催
さ
れ
た
「
志
賀
町
青
少
年
健
全
育
成
の
た
め

の
集
い
・
豊
か
な
心
を
育
む
志
賀
町
民
の
集
い
」

で
優
秀
作
品
の
み
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
優
秀
作
品
は
、
支
所
な
ど
で
年

間
を
通
し
て
掲
示
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
石
川
県
第
11
団
で

は
、
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

　

幼
保
年
長
か
ら
高
校
生
ま
で

【
日　

時
】

（
第
１
・
第
３
土
曜
日　

午
前
）

　

幼
保
年
長
か
ら
小
学
生

（
第
２
・
第
４
土
曜
日　

夜
）

　

中
高
校
生

【
場　

所
】

　

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル　

研
修
室

【
主
な
活
動
】

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
キ
ャ
ン
プ
、

ク
ラ
フ
ト
作
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
会　

他

【
お
問
い
合
わ
せ
】

☎
32
‐
３
８
３
３　

山
岸 

☆
先
般
の
文
化
祭
で
ユ
ニ
セ
フ
共
同

募
金
を
行
い
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

２
５
，
１
２
７
円
の
募
金
が
集
ま
り
ま

し
た
。
募
金
は
世
界
の
恵
ま
れ
な
い
子

ど
も
た
ち
の
支
援
と
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
心
か
ら
感
謝
し

ま
す
。

志
賀
町
グ
ッ
ド
マ
ナ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

グ
ッ
ド
マ
ナ
ー
標
語
優
秀
作
品

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
団
員
募
集

　

第
６
回
志
賀
町
文
化
祭
が
11
月
１
日

か
ら
３
日
に
か
け
て
文
化
ホ
ー
ル（
２
、

３
日
）、
富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
１

日
〜
３
日
）
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
両
会
場
と
も
多
く
の
人
が
訪
れ
、

活
気
あ
る
文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　

期
間
中
に
行
わ
れ
た
文
化
ホ
ー
ル
で

の
文
化
展
示
、
富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー

で
の
文
化
余
技
展
で
は
、
一
般
、
文
化

協
会
、
愛
好
会
、
児
童
生
徒
な
ど
に
よ

る
力
作
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
日
の
文
化
の
日
に
は
、
文
化
ホ
ー

ル
大
ホ
ー
ル
で
、文
化
の
日
記
念
式
典
、

記
念
講
演
会
、
舞
台
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
記
念
講
演
会
で
は
、

元
能
登
ふ
る
さ
と
館
館
長
の
長　

楯
氏

が
「
英
国
と
能
登　

人
と
の
出
会
い
」

と
題
し
講
演
を
行
い
、
自
身
の
経
験
談

を
話
し
、
貴
重
な
話
に
会
場
は
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
は
文
化
協
会
に
よ
る
舞

台
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
大
正
琴
の
華
麗
な
音
色
で
始

ま
り
、
詩
吟
、
琴
、
民
謡
と
踊
り
、
元

服
祝
い
唄
、
合
唱
、
曳
山
木
遣
唄
、
二

所
宮
獅
子
舞
、
冨
木
神
幸
太
鼓
、
よ
さ

こ
い
踊
り
の
11
団
体
が
多
彩
な
舞
台
芸

能
を
披
露
し
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
階
ロ
ビ
ー
で
は
、女
性
団
体
・
ガ
ー

ル
ス
カ
ウ
ト
に
よ
る
バ
ザ
ー
や
青
年
団

協
議
会
に
よ
る
豚
汁
販
売
も
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　

出
展
・
出
演
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ガールスカウトの様子

【長　　楯　氏】

【民謡と踊り】

第 6回　文化祭が盛大に開催
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風
立
ち
て
ま
ざ
り
合
ふ
色
秋
桜

北
谷　

芳
子

霧
の
海
鳥
海
山
の
裾
沈
む

坂
下　

草
風

山
い
く
つ
越
え
て
五
箇
山
薄
紅
葉

土
田　

清
枝

竹
垣
に
す
が
り
て
日
浴
ぶ
枯
蟷
螂

土
田
ま
つ
い

身
に
し
む
や
ひ
と
荒
れ
ご
と
に
や
せ
る
浜

藤
田　

君
枝

謙
信
の
戦
の
跡
や
山
眠
る

淵
端　

三
之

安
住
の
城
が
あ
っ
て
の
暮
ら
し
で
す坂

下
二
三
子

何
と
な
く
気
品
あ
る
町
城
下
町

須
曽　

正
子

そ
れ
ぞ
れ
の
城
を
目
指
し
て
日
々
生
き
る

小
松　

彰
一

衆
議
院
通
れ
ど
ね
じ
れ
関
所
あ
り

村
中　

光
彦

一
張
羅
ず
ぶ
濡
れ
に
成
る
通
り
雨

西
尾　

善
春

コ
ス
モ
ス
の
散
る
ま
で
通
う
散
歩
道前

田　

志
津

歌
う
日
も
有
る
が
泣
く
日
も
そ
れ
以
上

池
田　

洋
子 

孫
の
歌
テ
レ
ビ
に
合
わ
せ
コ
タ
ツ
中平

川
ふ
じ
子

一
息
が
気
分
転
換
気
力
湧
く　
　

林　

ち
よ
子

畑
へ
来
て
思
案
に
一
息
入
れ
て
立
つ芝

山　

照
子

世
の
変
化
ホ
ッ
ト
一
息
つ
く
間
無
し岩

井
マ
サ
子

捨
て
上
手
一
息
入
れ
て
無
駄
生
か
す小

松　

康
子

納
屋
に
あ
る
塵
を
被
り
し
古
戸
棚
過
ぎ
に
し

人と

き生
の
証

し
る
し

ぞ
母
よ

石
田　
　

豊

あ
ま
た
な
る
隧
道
抜
け
て
探
ね
着
く

お
山
の
仏
知
り
人
の
顔

中
田　

和
子

も
ろ
も
ろ
の
歴
史
を
語
る
白
山
の

御
本
地
仏
に
ま
な
こ
凝
ら
せ
る　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

向
永
い
み
子

コ
ス
モ
ス
の
花
揺
れ
咲
き
て
離
れ
家
の

わ
が
家
好
む
や
捨
て
猫
居
着
く  

吉
崎
て
い
子

灯
の
下
に
差
す
手
引
く
手
の
袖
ゆ
れ
て

更
け
る
に
艶
め
く
八
尾
の
町
は　

福
島　

信
子

狭
庭
に
て
慎
ま
し
げ
な
り
石
蕗
の
花

浅　

子

夕
暮
れ
の
空
を
飛
び
か
う
鳥
た
ち
は

並
び
群
れ
な
し
は
る
か
遠
く
に　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
津
江

有
機
米
娘こ

ら
に
送
る
日
胸
に
秘
め

刈
跡
田で

ん

に
推
肥
撒
く
今あ

さ朝

松
本
理
希
三

亡
き
人
の
株
分
け
く
れ
し
菊
は
咲
く

姉
の
面
影
遠
き
に
あ
り
て　
　
　
　
　

み
さ
の

苦く
ぎ
ん吟

い
ま
推す

い
こ
う敲

つ
る
べ
落
し
か
な

須
广
ひ
ろ
し

能
登
魅み

せ
り
情

な
さ
け

も
加
へ
花

は
な
す
す
き芒

川
田
ま
さ
を

大
正
の
戦
友
ま
た
逝ゆ

き
秋あ

き

時し
ぐ
れ雨

冨
地　

重
内

上
空
の
雲
裂さ

く
日ひ

矢や

や
深
む
秋

浅
野　

照
子

機は
た
お
と音
の
も
れ
く
る
里
や
秋
時
雨

前
川
美
代
子

夜
明
よ
り
能
登
の
里
山
野の
わ
き分

か
な

森
下
い
わ
お

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
職
業
の
人
が
幅
広
い
分
野
を
、
一
科

目
か
ら
学
べ
る
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
募
集
期
間　

平
成
23
年
２
月
28
日
ま
で

◆
お
問
い
合
わ
せ　

　

放
送
大
学
石
川
学
習
セ
ン
タ
ー

　
（
石
川
郡
野
々
市
町
扇
が
丘
７-

１
）

☎
０
７
６
‐
２
４
６
‐
４
０
２
９

Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス　

http://w
w
w
.air.ac.jp

《
大
学
説
明
会
の
お
知
ら
せ
》

　

初
め
て
入
学
す
る
人
に
は
、
左
記
の
と

お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
都
合

の
良
い
日
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

12
月
25
日
（
土
）・
26
日
（
日
）

平
成
23
年
１
月
15
日
（
土
）・
16
日
（
日
）

平
成
23
年
２
月
５
日
（
土
）・
６
日
（
日
）・

19
日
（
土
）・
20
日
（
日
）

　

時
間
は
10
時
30
分
〜
12
時

　

会
場
は
い
ず
れ
も
石
川
学
習
セ
ン
タ
ー

で
す
。

放
送
大
学
４
月
生
を
募
集
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　(や)：やすらぎテレビ　(か)：かがやきテレビ

　(う)：うるおいテレビ　(い)：いきおいテレビ

　(ふ)：ふれあいテレビ　(み)：みらいテレビ

曜日 月・水・金 火・木 土・日

時間 番　　組　　内　　容 番　　組　　内　　容 番　　組　　内　　容

6:00 (や)児童館だより・図書館だより (ふB)たっだ志賀町 (かA)第6回 志賀町文化祭

7:00 (み)しかチャンニュース (ふA)ぶらり志賀町の旅 (かB)志賀町綱引選手権大会～堀松チーム～

8:00 (かA)第6回 志賀町文化祭 (み)しかチャンニュース (ふA)ぶらり志賀町の旅

9:00 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース 第22回 志賀町を描く美術展

10:00 (かB)志賀町綱引選手権大会～堀松チーム～ (や)児童館だより・図書館だより 第3回 全国こども版画ｺﾝｸｰﾙin志賀

11:00 (ふB)たっだ志賀町 (かA)第6回 志賀町文化祭 第5回 志賀町駅伝競走大会（再）

12:00 (ふA)ぶらり志賀町の旅 (かB)志賀町綱引選手権大会～堀松チーム～ (ふB)たっだ志賀町

13:00 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース

14:00 (み)しかチャンニュース (み)しかチャンニュース (み)しかチャンニュース

14:45 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより

15:00 (や)児童館だより・図書館だより (ふB)たっだ志賀町 (かA)第6回 志賀町文化祭

16:00 (かB)志賀町綱引選手権大会～堀松チーム～ (ふA)ぶらり志賀町の旅 (や)児童館だより・図書館だより

17:00 (ふB)たっだ志賀町 (や)児童館だより・図書館だより (み)しかチャンニュース

17:45 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより

18:00 (かA)第6回 志賀町文化祭 (かB)志賀町綱引選手権大会～堀松チーム～ (ふA)ぶらり志賀町の旅

19:00 (み)しかチャンニュース (み)しかチャンニュース (み)しかチャンニュース

19:30 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース

20:45 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより

21:00 (ふA)ぶらり志賀町の旅 (かA)第6回 志賀町文化祭 第22回 志賀町を描く美術展

22:00 (み)しかチャンニュース (ふB)たっだ志賀町 第3回 全国こども版画ｺﾝｸｰﾙin志賀

23:00 (や)児童館だより・図書館だより (み)しかチャンニュース 第5回 志賀町駅伝競走大会（再）

24:00 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース

25:00 終了 終了 終了

しかチャンネル
番組ガイド６月
しかチャンネル
番組ガイド６月

ししかチャンネル
番番組ガイド６月
しかチャンネルかチャンネルかチャンネル
番組ガイド６月組ガイド６月組ガイド６月
しかチャンネル
番組ガイド12月

※都合により、放送内容を一部変更することがあります。　地上デジタル放送（091ch）の EPG でもご覧いただけます。

アナログ　　５ch

デジタル　　９ch

ＳＴＢ　０３８ch

■　ふれあいテレビＢ

　「たっだ志賀町」
　志賀町のおもしろい人や特技を持った人、珍
しいものや不思議なものなどを紹介する、住民
参加型の番組です。
　みなさんからの情報をお待ちしています。
　【情報推進課　☎32-9261 または 32-9999】

■　土日特番

　「第22回　志賀町を描く美術展」
　11月20日（土）に富来活性化センターで行われ
た表彰式や富来展の様子をお伝えします。
　また、今年度の出品作品を紹介します。

志賀町ホームページ　バナー広告掲載募集！

■会社やお店のＰＲにぜひご活用ください。
　〈掲載位置〉　志賀町ホームページのトップページ下
　〈広告料〉
　　①町外事業所　　１枠　月額５，０００円
　　②町内事業所（町内に営業所などを有する事業所を含む）
　　　　　　　　　　１枠　月額２，０００円
　〈申込方法〉
　　「志賀町ホームページ広告掲載申込書」を記入し、
　情報推進課まで提出してください。　
　　※詳しくは、町ホームページをご覧ください。
　　http://www.town.shika.lg.jp/
　【お問い合わせ・申し込み】　
　　情報推進課　　　☎ 32-9261 または 32-9999
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町内 IP 8-32-0339

予予　　防防　　接接　　種種
内　容 実施日 対　象 場所

BCG
予防接種 12月 2日（木） ４カ月健診受診時～生後６カ月未満 志

【受付時間】13:30 ～ 14:30

【受付時間】13:30 ～ 14:00乳幼児健康診査乳幼児健康診査
内　容 実施日 対　象 場所

４カ月児健診 12月 2日（木）平成22年8月生まれ
志

3歳児健診 12月16日（木） 平成19年6月～
7月生まれ

健健　　康康　　相相　　談談

健健　　康康　　教教　　育育

内　容 実施日 時　間 場所

いきいき健康相談 毎週金曜日 10:00 ～ 11:30
志

こころの健康相談 12月17日（金） 13:00 ～ 14:00

内　容 実施日 時　間 場所

アンチエイジング
セミナー
☆血管編☆

12月 3日（金） 14:30 ～ 15:30 フレア

12月 7日（火） 15:30 ～ 16:30 志

12月16日（木） 10:30 ～ 11:30 シオン

12月21日（火） 15:30 ～ 16:30 富

【対象者】どなたでも

【対象者】運動で生活習慣を改善
　　　　   したい人

※こころの健康相談は、１週間前までに予約が必要です。

機機　　能能　　訓訓　　練練
内　容 実施日 時　間 場所

リハビリ教室

毎週月曜日
（祝日は除く） 10:00 ～ 13:00 と

毎週金曜日
（祝日は除く） 10:00 ～ 13:00 志

【対象者】脳卒中後遺症者などで日常生活
　　　　　　がおおむね自立している人

※介護認定を受けている人は対象外です。
※初めての人は、事前に保健福祉センターまで相談してください。

※運動専門のインストラクターが指導します。事前に保健福祉センター
　まで申し込みください。

※フレア、シオンでは水中運動を行います。
※志 、富 は床トレーニングを行います。

すくすく子育てすくすく子育て

※すくすく子育て相談を希望の人は、事前に相談内容をご連絡ください。

介介　　護護　　予予　　防防 【対象者】65歳以上の人

※鶴亀おたっしゃ教室は、ストレッチ体操や健康相談をします。

※男性の料理教室に参加を希望する人は、事前に保健福祉センターまで
　申し込みをしてください。

内　容 実施日 時　間 場所

鶴亀
おたっしゃ教室

12月 9日（木） 10:00 ～
11:00

や す ら ぎ荘
12月16日（木）

志賀町健幸教室
12月10日（金） 13:30 ～

15:00
志賀町デイサー
ビスセンター　
介護予防教室12月24日（金）

地域版
男性の料理教室
（65歳以上の男性）

12月 3日（金）

10:00 ～
12:30

土田公民館

12月 7日（火） 加茂公民館

12月 8日（水） 大島集会所

12月14日（火） 福浦公民館

12月15日（水） 熊野公民館

※ゆう遊クラブ：14日は「お話会」、21日は「クッキング」です。

※げんキッズ広場：31日はお休みです。

内　容 実施日 対　象 時　間 場所

すくすく　
子育て相談

12月 2日（木）

乳幼児のお
子さんとお
母さんどな
たでも

15:30 ～
16:00 志

12月16日（木）

げんキッズ広場 毎週火・金曜日
（祝日は除く）

10:00 ～
11:30

志

ゆう遊クラブ
12月14日（火） 志

12月21日（火） 富

わははの会 12月17日（金）

障害のある
お子さんの
保護者の人
ならどなた
でも

志
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12月
休館日のご案内

●
お
は
な
し
会

日
時　

12
月
１
日
㈬
・
15
日
㈬　

16
時
か
ら

場
所　

１
階
・
絵
本
コ
ー
ナ
ー

６日（月）・13日（月）・20日（月）
・27日（月）～１月４日（火）

開館時間
 平　　日　9：30 ～ 18：00
 土･日・祝　9：30 ～ 17：00

お問い合わせ
 志賀町立図書館　☎32－1740
　　　　町内 IP 8 －32－1740
 志賀町立富来図書館　☎42－2777
　　　　町内 IP 8 －42－2777

志賀町携帯サイト

ＱＲコード

◆
新
着
の
本
◆

○
撃
て
な
い
警
官　
　
　
　
　
　

安
東　

能
明

○
Ｙ
Ｏ
Ｕ
！　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
嵐
貴
久

○
白
日
夢　
　
　
　
　
　
　
　
　

笹
本　

稜
平

○
再
び
の
海　
　
　
　
　
　
　
　

澤
田
ふ
じ
子

○
ラ
プ
ソ
デ
ィ
・
イ
ン
・
ラ
ブ　

小
路　

幸
也

○
橘
花
抄　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉
室　
　

麟

○
歌
う
ク
ジ
ラ　

上
・
下　
　
　

村
上　
　

龍

○
御
師
弥
五
郎　
　
　
　
　
　
　

西
條　

奈
加

○
還
暦
探
偵　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

宜
永

○
木
暮
荘
物
語　
　
　
　
　
　
　

三
浦
し
を
ん

●
ハ
ウ
ル
の
お
は
な
し
宅
急
便

日
時　

12
月
22
日
㈬　

15
時
30
分
か
ら

場
所　

富
来
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

今
年
も
残
り
わ
ず
か
で
す
!!

　

時
間
が
た
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
も
う
す
ぐ
年
末
で
す
。
何
か
と
慌
た
だ
し
い
時

期
で
す
ね
。
そ
ん
な
忙
し
い
時
節
で
す
が
、
た
ま
に
は
息
抜
き
に
読
書
は
い
か
が
で

す
か
？
い
い
気
分
転
換
に
な
り
ま
す
よ
。
ま
た
、
図
書
館
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
絵

本
、お
せ
ち
の
作
り
方
な
ど
年
末
年
始
に
向
け
た
本
も
多
数
取
り
揃
え
て
お
り
ま
す
。

何
か
ヒ
ン
ト
が
み
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◆
お
す
す
め
の
本
◆

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
は
な
し
会

日
時　

12
月
11
日
㈯　

14
時
か
ら

場
所　

１
階
・
絵
本
コ
ー
ナ
ー

　

お
は
な
し
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
は
な
し
会
で

は
、
紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い

ま
す
。
リ
ク
エ
ス
ト
も
で
き
ま
す
の
で
親
子
で
お

気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

●
ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

日
時　

12
月
25
日
㈯　

14
時
か
ら

場
所　

２
階
・
視
聴
覚
室

　

ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
お
は
な
し
会
で
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
気
分
を
み
ん
な
で
盛
り
上
げ
ま
し
ょ

う
。
親
子
で
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
!!

○
人
生
の
終
い
じ
た
く

　
　
　
　
　
　

中
村
メ
イ
コ

　

お
焼
香
は
い
い
男
順
で
。
お
墓
参
り
は

来
な
く
て
結
構･･･

。
中
村
メ
イ
コ
が
、

家
族
や
親
し
い
友
人
は
も
ち
ろ
ん
、
す
で

に
こ
の
世
に
は
い
な
い
人
や
大
好
き
な
家

具
・
着
物
・
街
に
ま
で
「
最
後
の
言
葉
」

を
綴
る
。
希
望
と
笑
い
あ
ふ
れ
る
パ
ワ
フ

ル
遺
言
状
で
す
。

○
土
壌
の
科
学　
　
　
　
　
　
　
　

生
源
寺
眞
一　

監
修

　

私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く
う
え
で
欠
か

せ
な
い
土
。
食
べ
物
か
ら
住
居
、
勉
強
・

仕
事
に
使
用
す
る
紙
ま
で
、
直
接
的
に
も

間
接
的
に
も
土
の
恩
恵
を
受
け
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
生
き
て
い
る
こ
と
の
原
点
と
い

え
る
土
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。
土
壌
が

い
か
に
生
活
を
す
る
う
え
で
大
切
か
知
る

こ
と
が
で
き
る
１
冊
で
す
。

■
志
賀
町
立
図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

１
階
展
示
コ
ー
ナ
ー
の
お
知
ら
せ

　

12
月
１
日
（
水
）
〜
12
月
26
日
（
日
）

ま
で
『
年
末
・
年
始
に
向
け
て･･･

』
と

題
し
て
展
示
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
も
残
り
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

年
末
年
始
は
何
か
と
バ
タ
バ
タ
す
る
時
期

で
す
ね
。
ク
リ
ス
マ
ス
に
お
正
と
行
事
も

目
白
押
し
で
す
。
そ
ん
な
年
末
年
始
に
む

け
て
の
本
を
今
回
は
集
め
ま
し
た
。
参
考

に
ど
う
ぞ
。
貸
し
出
し
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
!!
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★★ 12月行事予定★12月行事予定★
　４日（土）
　５日（日）
　８日（水）  
１１日（土）
１２日（日）
１５日（水）
２６日（日）

県民大学チャレンジ志賀
子どもクッキング（ねんねこ団子）
ユニカールで遊ぼう
オカリナクラブ
ボウリング大会（加茂地区）
親子ふれあい（絵本で遊ぼう）
バトンキッズ

13：30 ～
13：30 ～
15：30 ～
13：30 ～
10：00 ～
10：00 ～
13：30 ～

19日（日）、23日（祝）、29日～ 1月3日

●志賀町児童館
32-1724

町内 IP 8-32-1724

　

球
根
植
え

　

県
民
大
学
チ
ャ
レ
ン
ジ
志
賀
教
室

が
12
月
４
日(

土)

、
13
時
30
分
よ
り

開
催
さ
れ
、
千
代
紙
で
来
年
の
干
支

の
う
さ
ぎ
を
折
り
ま
す
。
対
象
は
小

学
生
。
材
料
費
は
１
人
２
０
０
円
で

す
。
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

10
月
９
日（
土
）、
富
来
活
性
化
セ

ン
タ
ー
で
、
移
動
児
童
館
が
行
わ

れ
、「
シ
ャ
ボ
ン
玉
ス
テ
ッ
キ
」を
作

り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
パ
ッ

チ
シ
ー
ル
に
８
本
の
キ
ラ
キ
ラ
テ
ー

プ
を
放
射
状
に
並
べ
て
組
み
立
て
て

い
き
ま
す
。
友
だ
ち
と
相
談
し
な
が

ら
、
ど
の
子
も
手
際
よ
く
作
っ
て
い

き
ま
す
。
シ
ャ
ボ
ン
玉
ス
テ
ッ
キ
が

完
成
す
る
と「
き
れ
い
で
か
わ
い
い
」

と
、
く
る
く
る
回
し
て
楽
し
く
遊
び

ま
し
た
。

　

春
に
咲
く
花
の
球
根
を
プ
ラ
ン

タ
ー
に
植
え
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
、
両
手
で
球
根
の
色
、
形
、
大
き

さ
な
ど
を
確
か
め
な
が
ら
、
土
に
６

㎝
ほ
ど
の
穴
を
あ
け
、
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
や
ア
ネ
モ
ネ
の
球
根
を
丁
寧
に
植

え
て
い
き
ま
す
。

　　　★申し込み、お問い合せは
　　　志賀町児童館　まで　☎ 32-1724

　

冬
の
寒
さ
に
耐
え
、
春
に
ど
ん
な

芽
が
出
て
花
が
咲
く
の
か
、
わ
く
わ

く
、
ど
き
ど
き
。
男
の
子
た
ち
も
、

面
白
が
っ
て
た
く
さ
ん
の
球
根
を
植

え
て
く
れ
ま
し
た
。

新
し
い
遊
具
で
遊
ぼ
う

移
動
児
童
館

　

児
童
館
は
乳
幼
児
、児
童
な
ど
が
、

楽
し
く
、
色
々
な
遊
び
を
体
験
で
き

る
施
設
で
す
。
遊
び
を
通
し
て
、
子

ど
も
た
ち
は
思
い
や
り
、
好
奇
心
、

や
る
気
と
い
っ
た
豊
か
な
心
を
学
び

ま
す
。
今
年
度
、
新
た
に
輪
投
げ
、

ボ
ー
リ
ン
グ
、
ユ
ニ
カ
ー
ル
な
ど
の

☎

県
民
大
学
チ
ャ
レ
ン
ジ
志
賀

　

バ
ト
ン
キ
ッ
ズ

お　
知　
ら　
せ

遊
具
を
購
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

遊
具
を
使
い
、友
だ
ち
、家
族
で
ゲ
ー

ム
遊
び
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
ご

来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

バ
ト
ン
協
会
の
高
田
絹
子
先
生
の

指
導
で
バ
ト
ン
教
室
が
開
講
。
女
の

子
た
ち
は
、
基
本
の
動
作
を
練
習
し

た
後
、
踊
り
の
振
り
付
け
の
指
導
を

受
け
、
軽
快
な
音
楽
に
の
っ
て
楽
し

く
踊
り
ま
す
。
経
験
者
は
初
心
者
に

バ
ト
ン
の
ま
わ
し
方
を
教
え
た
り
、

｢

い
ち
、
に
、
さ
ん｣

｢

前
、
後
ろ｣

と
大
き
な
声
を
か
け
た
り
し
て
、
意

欲
的
に
バ
ト
ン
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。
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所得税の確定申告に関するお知らせ

　　始めてみませんか？インターネットで確定申告！

申告などの国税に関する各種手続きについて、インターネットを使って手続きが行えるシステムです！

e-Tax を利用して所得税の申告をすると…

申 請 期 限 平成23年1月28日（金）まで

申 請 場 所
健康福祉課　介護保険担当　☎　32-9112
富　来　支　所　総合窓口担当　☎　42-1111

必要なもの 印鑑

そ の 他 手数料は無料、認定書は後日郵送

　七尾税務署からのお知らせ

　～面接での税務相談を希望する人へ～

　国税に関するご相談のうち、①内容が複雑で、②書類などによる具体的な事実確認が必要であり、
③電話による回答が困難なものについては、あらかじめ相談日時を七尾税務署へ予約していただきま
すようお願いします。
　（注）予約の際には、名前、住所、電話番号、相談内容、相談希望日時をお伺いしています。

詳細は国税庁ホームページをご参照ください。

　国税庁ホームページアドレス　www.nta.go.jp

　■七尾税務署　〒 926-8686　七尾市小島町大開地 3番地 7号　　☎ 0767-52-3381

障害者控除を受けるための「認定書」を発行します
　平成22年12月31日現在、65歳以上の要介護認定などを受けている人について、寝たきり状態や認知
症など、精神上または身体上の障害の程度が一定の要件に該当する人は、障害者に準ずるものとして発
行される「障害者控除対象者認定書」によって確定申告などで障害者控除を受けることができます。
　また、前年以前に受けた認定書は、今回の確定申告でも使用することができます。

その１　最高 5,000 円の税額控除を受けることができます。

　　　　本人の電子署名と電子証明書を付して、e-Tax で申告期限内に申告する場合は、最高 5,000 円の                   
　　　　税額控除が受けられます（一度、税額控除を受けた方は受けられません）。

その２　添付書類の提出や提示を省略できます。

　　　　源泉徴収票や医療費の領収書などの記載内容を入力して送信すると、書類の提出や提示を省略　
　　　　できます（確定申告期限から 3年間、書類の提出や提示を求められることがあります）。

その３　還付金を早く受け取ることができます。

　　　　e-Tax で申告された還付申告は早期処理しています（3週間程度短縮になります）。

※手続きの詳細については、e-Tax ホームページで www.e-tax.nta.go.jp
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施設区分 施設名など 所在地 休業・休館の期間 特記事項、平常時の休業など

行 政

志賀町役場本庁舎 末　吉 12月29日～ 1月3日
（用事のある人は夜間受付
口からお入りください）

年末年始の期間中は戸籍の届出（出生・
死亡・婚姻など）の受領は行います
住民課窓口延長期間は下記のとおりです富 来 支 所 富来領家町

土田郵便局での住民票・印鑑証明書の事務取り扱いは12月29日～ 1月3日までお休みとなります

医 療 保 健

福 祉 施 設

志 賀 ク リ ニ ッ ク

高浜町

12月29日～ 1月3日デイケアセンター
保健福祉センター
デイサービスセンター 12月31日～ 1月3日

シ ョ ー ト ス テ イ 無　休

富 来 病 院 富来地頭町 12月29日～ 1月3日

シ ル バ ー ハ ウ ス 代　田
12月28日～ 1月4日

や す ら ぎ 荘 福　井

とぎ地域福祉センター

酒　見

12月29日～ 1月3日 毎週水曜日休館

とぎ温泉センター 1月3日

12月29日、30日、1月1日、2日は
13時～ 17時まで営業します
12月31日は10時～ 19時まで営業します
毎週月曜日休館

観 光 施 設

アクアパーク シ・オン
末　吉

無　休
12月31日～ 1月2日は24時間営業します
（ただし5時~7時まで風呂掃除）
プールは10時~17時までの営業

道 の 駅　 旬 菜 館 12月30日～ 1月4日 毎週火曜日休館

シーサイドヴィラ渤海
富来領家町

無　休
道の駅　とぎ海街道
富来サイクリングターミナル 里本江

能登リゾートエリア増穂浦 相　神 予約受付は1月4日から行います

花のミュージアム　フローリィ 赤　住 12月1日～ 3月18日 冬季休館中です

子 育 て、

教 育 施 設

児童館・各放課後児童クラブ 12月29日～ 1月3日

文 化 ホ ー ル 高浜町 12月28日～ 1月3日

富来活性化センター 富来領家町 12月29日～ 1月3日

図 書 館 高浜町
12月28日～ 1月4日 毎週月曜日休館

富 来 図 書 館 富来領家町

スポーツ施設

総合体育館・総合武道館
弓道場・陸上競技場

町

12月27日～ 1月4日

毎週月曜日休館

多目的スポーツセンター 矢蔵谷

高 浜 体 育 館 高浜町

富来勤労者体育センター 里本江 毎週月曜日休館

稗造スポーツセンター 大　西

富来 B&G 海洋センター 富来領家町 12月29日～ 1月3日 毎週月曜日休館

その他施設
ご み 収 集

12月31日～ 1月3日
羽咋ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰおよび衛生ｾﾝﾀｰの

受け入れは12月30日正午までです衛 生 セ ン タ ー
志賀斎場・羽咋斎場 1月1日

主な公共施設などの 「年末年始」 休業のご案内です

窓口延長業務日時 戸籍住民窓口取扱業務

12月29日

9時~12時30分

住民票・戸籍謄抄本・印鑑証明・所得証明などの発行業務
（注意）

　●窓口延長業務は、役場本庁舎の住民課窓口での取り扱いとなります。
　　諸証明発行業務で一部取り扱いできない業務もありますので、事前に電話などで
　　確認の上、窓口にお越しください。　住民課　窓口担当　☎ 32-9121

12月30日

◆年末の窓口延長業務のお知らせ◆
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富
来
小
学
校

教育
志学

教育長ホットニュース

校
長　

木
村　
　

隆

《
食　
育
》

　
　
「
す
く
す
く
」
に
つ
い
て

　

日
本
で
は
『
飽
食
の
時
代
』
と
言
わ

れ
始
め
て
か
ら
相
当
の
年
月
が
経
過
し

ま
し
た
。

　

生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
食
料
の

確
保
か
ら
、
個
人
の
嗜
好
を
満
足
さ
せ

る
こ
と
に
比
重
を
お
い
た
食
品
選
び
に

重
点
が
移
っ
て
お
り
ま
す
。

　

日
本
国
内
は
言
う
に
及
ば
ず
、
マ
グ

ロ
や
エ
ビ
、
カ
ニ
を
は
じ
め
必
要
な
食

料
の
６
割
が
世
界
中
の
地
域
か
ら
調
達

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
や
わ

ら
か
い
＝
お
い
し
い
と
の
風
潮
や
、
子

ど
も
の
夜
更
か
し
の
た
め
に
朝
食
を
摂

ら
せ
な
い
状
況
な
ど
を
是
正
し
よ
う
と

始
ま
っ
た
「
早
寝
」「
早
起
き
」「
朝
ご

は
ん
」
運
動
は
お
陰
さ
ま
で
定
着
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

志
賀
町
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
に

加
え
て
、
栄
養
教
諭
と
共
同
調
理
場
、

各
小
中
学
校
が
連
携
し
、
食
の
面
か
ら

も
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
す
る

こ
と
を
願
い
、
食
育
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　

広
報
紙
「
す
く
す
く
」
を
毎
月
発
行

し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
一
読
く
だ
さ
い
。

　

富
来
小
学
校
は
平
成
17
年
に
富
来
地
域
の
小
学

校
を
１
校
に
統
合
し
て
で
き
た
新
し
い
学
校
で

す
。
校
舎
の
周
り
に
は
豊
か
な
田
園
風
景
が
広
が

り
、
三
十
六
歌
仙
で
有
名
な
増
穂
浦
や
能
登
富
士

と
し
て
名
高
い
高
爪
山
が
近
く
に
あ
る
素
晴
ら
し

い
環
境
に
恵
ま
れ
た
学
校
で
す
。

　

開
校
時
は
児
童
数
３
８
８
人
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
が
、少
子
化
の
影
響
で
６
年
間
で
96
人
減
り
、

今
年
度
は
14
学
級
、
児
童
数
２
９
２
人
、
職
員
数

24
人
で
す
。
今
年
の
６
年
生
が
開
校
時
に
新
１
年

生
と
し
て
入
学
し
た
の
で
、
全
て
の
児
童
が
新
富

来
小
学
校
生
え
抜
き
と
な
り
新
し
い
校
風
を
創
る

た
め
に
学
習
、
運
動
に
仲
良
く
励
ん
で
い
ま
す
。

富
来
小
学
校
の
め
ざ
す
児
童
像

【
目
の
か
が
や
き
つ
づ
け
る
子
】

○
進
ん
で
学
ぶ
子

・
自
ら
学
び
、
考
え
、
主
体
的
に
行
動
で
き
る
子
（
知
）

○
思
い
や
り
の
あ
る
子

・
感
性
豊
か
で
思
い
や
り
が
あ
り
、助
け
合
え
る
子
（
徳
）

○
た
く
ま
し
い
子

・
心
身
共
に
た
く
ま
し
く
、最
後
ま
で
や
り
抜
く
子
（
体
）

　

こ
の
よ
う
な
「
富
来
っ
子
」
を
育
て
る
た
め

に
本
校
で
は
ま
ず
学
力
の
向
上
に
努
め
て
い
ま

す
。
20
・
21
年
度
の
２
年
間
活
用
力
の
向
上
の

モ
デ
ル
事
業
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
算
数
科

の
学
習
に
お
い
て
、
既
習
か
ら
解
決
の
見
通
し

を
も
ち
、
考
え
の
手
立
て
や
工
夫
に
よ
り
、「
聴

く
、
考
え
る
、
話
す
」
力
は
確
実
に
つ
い
て
き

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、

○
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
の
習
得
と

　

活
用

○
教
師
の
授
業
力
向
上

○
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

を
三
本
柱
と
し
て
、
実
態
把
握
に
基
づ
き
計
画

実
践
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
生
活
指
導
」
に
も
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

○
あ
い
さ
つ
や
返
事
が
で
き
る
子

○
学
習
の
き
ま
り
を
守
る
子

○
友
だ
ち
を
大
切
に
す
る
子

を
今
年
度
の
重
点
目
標
と
し
て
、
児
童
会
代
表

委
員
会
や
広
報
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
や
保
護

者
へ
働
き
か
け
を
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は

生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
結
果
を
公
表
し

家
庭
に
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

代
表
委
員
会
を
中
心
に
主
体
的
な
あ
い
さ
つ
運

動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
学
級
で
も
月
末
に
習
慣

チ
ェ
ッ
ク
表
で
学
級
の
生
活
・
学
習
ル
ー
ル
の

課
題
を
把
握
し
、
指
導
に
生
か
す
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
成
果
が
上
が
り
、
学
校
や
地
域

で
進
ん
で
あ
い
さ
つ
す
る
子
が
確
実
に
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
学
習
の
時
間
、
手
を
真
っ
直
ぐ

に
挙
げ
て
発
言
す
る
子
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
毎
日
が
楽
し
く
充
実
し
、
仲

良
く
学
び
合
い
な
が
ら
知
性
や
感
性
を
磨
く
よ

う
な
学
校
づ
く
り
を
、
家
庭
、
地
域
と
の
連
携

を
密
に
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

加
能
作
次
郎

　
　

文
学
賞
に
寄
せ
て

　
志
賀
町
教
育
委
員
会
教
育
長　

穴
田　
　

實

　

加
能
作
次
郎
の
会
（
大
野
堯
会
長
）
の
ご

尽
力
に
よ
り
、
去
る
11
月
13
日
に
富
来
活
性

化
セ
ン
タ
ー
に
て
第
26
回
『
加
能
作
次
郎
文

学
賞
』
の
表
彰
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
学
生
の
部
、
高
校
生
の
部
そ
れ
ぞ
れ
に

文
学
賞
、
佳
作
に
選
ば
れ
た
方
々
に
対
し
、

賞
状
お
よ
び
副
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
の
中
で
、
今
年
の
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、
作
次
郎
作
品
を
朗
読
さ
れ
て
い

る
グ
ル
ー
プ
「
枇
杷
の
会
」
の
み
な
さ
ん
に

よ
る
「
枇
杷
の
少
女
」
の
朗
読
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

作
品
に
は
、
私
の
世
代
的
な
郷
愁
も
多
少

ふ
く
ま
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

主
人
公
の
少
年
期
か
ら
青
年
期
に
至
る
間
の

甘
酸
っ
ぱ
く
、
心
と
き
め
く
異
性
へ
の
興
味

と
思
い
が
、
能
登
こ
と
ば
を
随
所
に
ち
り
ば

め
な
が
ら
描
か
れ
て
お
り
、
加
え
て
朗
読
者

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
に
よ
る
味
わ
い
深
い
思
い

を
堪
能
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
思
わ
ず
過
ぎ
し
日
の
少
年
期
に
タ

イ
ム
シ
フ
ト
し
、
し
ば
し
の
間
で
す
が
思
わ

ず
自
分
の
頬
が
赤
ら
ん
で
い
な
い
か
、
と
ま

わ
り
の
人
の
視
線
が
気
に
か
か
る
よ
う
な
感

傷
に
ひ
た
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
図
書
館
の
企
画
・
活
動
を
通

じ
て
志
賀
町
民
の
人
た
ち
に
も
っ
と
も
っ
と

加
能
作
品
に
ふ
れ
親
し
ん
で
い
た
だ
き
、
子

ど
も
た
ち
が
郷
土
の
先
輩
の
作
品
を
通
じ
て

み
ず
み
ず
し
い
感
性
を
養
い
、
一
人
の
人
間

と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
積
み
重
ね
な
が

ら
、
こ
こ
ろ
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う

に
努
力
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

の
思
い
を
強
く
い
た
し
ま
し
た
。
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氏　

名

本　

籍

新
本
籍

風
間　
　

翔

埼
玉
県

埼
玉
県

浜
田　

京
子

上　

野

新
谷　

尚
也

輪
島
市

輪
島
市

平
川　

紀
子

赤　

崎

谷
口　

直
聡

富
山
県

富
山
県

板
尾　

佳
奈

末　

吉

当番医名 住　所 電話番号 当番薬局 住　所

5日(日)
四蔵医院（内） 志賀町仏木 37-1030

さくら薬局羽咋的場店 羽咋市的場町
平場内科クリニック 羽咋市中央町 22-0238

12日(日)
池野整形外科耳鼻咽喉科医院 志賀町高浜 32-0040

笠 原健招堂薬局 志賀町富来領家町
保志場内科クリニック 羽咋市的場町 22-0807

19日(日)
岡田医院（内） 志賀町富来領家町 42-1921

笠 原健招堂薬局 志賀町富来領家町
田村眼科クリニック 羽咋市鶴多町 22-0026

23日(祝)
ひよりクリニック（内・外） 志賀町富来地頭町 42-2300

は く い 薬 局 羽咋市的場町
松柳医院（内） 羽咋市島出町 22-0011

26日(日)
向病院（外・内） 志賀町富来領家町 42-1151

くすりのまき薬局 宝達志水町今浜
松江産婦人科内科医院 羽咋市島出町 22-2479

29日(水)
福田整形外科医院 羽咋市釜屋町 22-6311

各店通常営業 各店通常営業
松沼医院（内・小児） 宝達志水町敷波 29-3188

30日(木)
河﨑医院（外・胃腸・内） 志賀町高浜町 32-0019

押 水瑠璃光薬局 宝達志水町門前
金田内科医院 羽咋市千里浜町 22-2864

31日(金)
羽咋池野整形外科医院 羽咋市南中央町 22-0254

志 雄瑠璃光薬局 宝達志水町荻市
松江外科胃腸科医院 羽咋市松ケ下町 22-7888

※診療時間は、午前９時から正午までです。受診の際には、事前に病院へ電話連絡してください。
※休日夜間当番薬局　時間／午後８時～午前８時

12

【お 断 り】
　このコーナーは、当町で届け
出をし、希望者のみ掲載してい
ます。他市町村での届け出を予
定し、掲載を希望する場合は届
出書の余白に「広報掲載希望」
とお書きください。

10

総人口 23,469人

男 11,111人

女 12,358人

世帯数 8,091世帯

(10月末現在)

氏　

名

保
護
者
名

本
籍
ま
た
は
住
所

乙
地　

志し

の乃

木
村　

明め

い依

田
中　

柚ゆ
ず
ほ帆

大
石　

渉し
ょ
う
ま真

福
井　

美み

う羽

健
吾

智
美渉千恵

清
一

千
聡拓幸栄

勝
也

清
美

岩　

田

大　

島

五
里
峠

安
部
屋

高
浜
町

５17

氏　

名

年　

齢

本
籍
ま
た
は
住
所

778491897784819282757998885977886491869590
歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳

高
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(

福
浦
港)

(

父:

祐
樹　

母: 

智
佳)

今
月
は
１
歳
の
誕
生
日
を
む
か
え
、
歩

く
の
も
大
分
上
手
に
な
り
ま
し
た
。

今
は
ネ
コ
の
「
テ
ツ
」
に
ラ
ブ
ラ
ブ
で

追
い
か
け
ま
わ
し
て
「
テ
ツ
」
は
逃
げ

回
っ
て
い
ま
す
。

元
気
に
す
く
す
く
育
っ
て
ネ
♥

（
チ
イ
バ
バ
よ
り
）

(

西
海
久
喜)

(

父:

洋
次　

母: 

芳)

い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
な
塁
斗
。

保
育
園
の
運
動
会
で
着
た
「
と
ん
ぼ
」

の
衣
装
が
お
気
に
入
り
。

お
祭
り
が
大
好
き
で
、
一
日
中
太
鼓
を

た
た
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
よ
く
育
っ
て
ね
。
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塁る
い　

斗と
　

く
ん

「照 (あかり )」
奥村　喜久子　氏 ( 金沢市 )

「漁師の休日」
平山　利雄　氏 ( 七尾市 )

「志賀町幻想」
毛藤　東紀男　氏 ( 金沢市 )

石川県知事賞

志賀農業協同組合長賞

志賀町商工会長賞

北國新聞社賞

富来商工会長賞

テレビ金沢賞

新発見賞

第22回「志賀町を描く美術展」各賞受章の皆さんの作品

「荒天出港」
後出　秀茂　氏 ( 能美市 )

「丘の道」
田辺　孝一　氏 ( 福井県 )

「残り柿」
川口　恭範　氏 ( 金沢市 )

「赤い川面」
松本　　隆　氏 ( 加賀市 )

「蒼の想ひ出」
宮下　真由美　氏 ( 輪島市 )

新発見賞


